
ラベル発行工数削減により生産性が 向上18%
SATO AEP ラベル自動発行ソリューション

・ラベル発行ごとにハンディターミナルに持ち替える工数負荷
・発行ミスによるラベルのムダや貼り付けミスの可能性
・ラベル発行手順の教育が必要

After

・ラベル発行工数削減による 生産性向上を実現

・部品加工後に自動でラベル発行されるので 発行ミスを撲滅

・ラベル発行手順の教育が不要となり スキル格差「 0 」を実現

Before

欧州カー・オブ・ザ・イヤー2021に輝いた「ヤリス」をはじめとする、トヨタのコンパクトカー部門を司るトヨタ自動車東日本株式会社様。
岩手工場では、部品加工後、製品を識別するためのラベル発行工程をさらに作業カイゼンができないか模索されていました。導入経緯

■事業内容：製品企画、デザイン、ボデー・内装・機能部品・電装部品・
福祉車両設計、材料技術、衝突安全・振動騒音・強度に関するCAE解析
及び実験評価、試作、プレス・ボデー・化成・塗装・組立等の生産準備
及び工場技術、品質保証
■従業員数：約7,300名 （2021年4月1日 現在） Webサイトはこちら

導入システム

ラベルプリンタ内部で発行
プログラム情報を処理する
SATO AEPにより、PCレス
で直接PLCから情報を取得
します
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・インストルメントパネル（以下インパネ）の加工完了情報を
　PLCより取得して、プリンタからラベルを自動で発行
・作業者は加工済みのインパネにラベルを貼り付けて次工程へ

運  用

サトーのシステム

PLC

プリンタエラー

表示指示書の手書きをプリンタ発行に
牛トレーサビリティ対応を大幅効率化

ラベルプリンタ導入事例（FLEQV FX3-LX Plus）

・手書きの表示指示書は識別しづらく、クレームやトラブルの元になっていた
・使用する表示指示書の枚数が多く、記入に時間がかかり機会損失があった
・紙製の表示指示書は水分などで破れやすく、異物混入リスクがあった

After

・クラウドで情報管理しているため、店舗での品名のミスがなくなった

・商品番号だけで表示指示書が発行可能に、余剰時間での接客効率が向上した

・表示指示書の耐久性が大幅に向上して不安が解消。管理効率が良くなった

Before

Before
旧表示指示書（手書き運用） 新表示指示書（プリンタ発行）

After

株式会社海星ムサシ 様

導入経緯

お客さまプロフィール
■社名：株式会社海星ムサシ
■事業内容：鮮魚・精肉・惣菜の加工販売
■従業員数：650名（2021年9月現在）

百貨店やスーパーマーケットの食品売り場に鮮魚、精肉、惣菜の専門店を展開する株式会社海星ムサシ様。「牛トレーサビリティ法」の対
応で国産牛肉の個体識別番号や産地を表示するため、店舗ごとに表示指示書を作成し使用していたとのことです。しかし、紙製の表示指示
書は水に弱く、手書きで手間がかかる上に識別性が低いことが課題となっており見直しを検討されていました。

Webサイトはこちら

導入製品・システム

手書き リレーラベル貼付 計量ラベル貼付リレーラベル貼付 計量ラベル貼付

システム構成

店舗 A

本社

ラベルプリンタ
FX3-LX Plus単品マスタ

店舗 B

ラベルプリンタ
FX3-LX Plusレイアウト

マスタ

店舗管理
PC端末

品番入力

表示指示書発行



岩手工場 塗装成形部 化成課 チーフエキスパート 鈴木様

確認作業が不要になり、作業時の緊張から解放
今回のシステムが導入されたことで、作業が非常に楽になりました。人の目による仕様確認を行うなかで「間違えては

いけない」というプレッシャー、また、ハンディターミナルも高価な物ですので、毎回緊張しながらの作業から開放され

ました。今回のシステムでは、前工程でセットされた製品に合わせてロボットが加工する際に、各製品の仕様に合わせて

情報が紐づけられたラベルが自動で発行されるので、人による確認作業が不要になりました。今後は、後工程の作業も

対象に、生産性をさらに向上させる活動にチャレンジしていきます。

第2ボデー設計部 第3ボデー設計室 主任 石垣様

設備にあわせたプリンタ仕様を開発し課題を解決
私はヤリス／ヤリスクロスのインパネ生産準備業務を担当していました。当時、お客さまのニーズに応えるため、インパネに

急遽ディスプレイオーディオがない仕様を追加することが決まりました。仕様追加による万が一の誤品出荷がないように、

岩手工場のメンバーと一緒に対策を検討し、識別ラベルによる出荷前後の検査を追加しました。しかし、号口化（設計段階

から市販車化すること）をするとラベル発行の工数や貼り間違え防止の気遣いが作業者の負担になっており、なんとかしたい

という気持ちがありました。そこで、今回のAEPラベル自動発行の活用をご相談し、弊社の設備に合わせたプリンタ仕様を

開発いただいたことで、課題を解決することができました。今後も、もっといいクルマづくりに向け、競争力のある工程を

目指したいと思います。

戻る
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自動ラベル発行
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加工完了情報
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Before After

SATO AEP導入で 1工程あたりの工数を
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■記載内容は2021年8月現在のものです。
■製品改良のため断りなく仕様を変更することがありますのでご了承ください。
■いかなる形式でも本誌の一部または全部の複製および無断転載をお断り致します。
■記載されている会社名、ソフトウエア名、製品名などは各社の商標、または登録商標です。
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全国の営業拠点一覧はこちらへアクセスしてください

受付時間：24 時間365日

お問い合わせ先 0120-226310
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山本氏：店舗では朝に販売の見通しを立て、情報が正確に入力された表示指示書を必要枚数、まとめ

てプリントできるようになったことで大幅に作業が早くなりました。1時間かかっていた作業が30分

になった感覚です。また、商品番号を呼び出して画面に表示される文字を見て確認できるようになったので、お客さまに提供

する前に間違いに気づける機会が増えました。スムーズな商品提供が可能になり、接客の質も向上したと感じています。

背景・課題

株式会社海星ムサシ　営業支援室　役職　荒金 様　 ／　精肉部　博多阪急支店　店長　山本 様

営業支援室　荒金様

博多阪急支店　山本様

手書きの表示指示書は手間がかかり、異物混入リスクが存在した
荒金氏：当社は「食を通して人々を豊かにしたい」をテーマに百貨店やスーパーマーケットの食

品売り場に鮮魚、精肉、惣菜の専門店をあ関東から九州地方で出店する食のプロフェッショナル

集団です。取り扱っている国産牛肉は、「牛トレーサビリティ法」により個体識別番号や産地を

消費者に表示する必要があります。これに紙製の表示指示書を使っていました。冊子状のタイプ

だったのですが、運用上のロスが多く、手書きで識別しにくいことからトラブルやクレームの元

になっていました。

山本氏：現場では消毒用のアルコールを使用しますし、水分も多いので手書きの文字がにじんでしまうことがありまし

た。紙製の表示指示書は肉のドリップや水などを含んで破れたり、劣化したりすることもあります。また店舗で販売する

商品が100アイテムあったら100枚書くことになります。繁忙期は更に枚数が多くなることもあり、時間的にも労力的に

も大きな負担となっていました。

荒金氏：繁忙期には売り逃しのリスクもありました。なにより以前の表示指示書は濡れて破れて

しまい、異物混入の恐れもありました。また、当社の管理部門ではどの店舗にどの個体識別番号

の国産牛肉が何kgあるかを入庫時点で把握したり、商品名を管理したりする必要があります。店

舗巡回時には加工日や商品番号等に間違いがないかを確認していますが、これらの管理効率の向

上も考えていました。

効果・評価

トレーサビリティの作業効率が向上し、販売チャンスロスも軽減
荒金氏：表示指示書の質を向上させ、トレーサビリティ対応を効率化する手法をサトーさんに相

談しました。一緒になって改良を重ねるうちに最終的に提案してもらったのが、ラベルを貼る表

示指示書をラベルプリンタで発行する方法です。手書きがなくなり、一気に視認性や作業効率が

向上しました。基材の基材耐久性については、事前にサトーさんと検証をした結果、スレや破れ

に強いものになり不安も解消しました。店舗からも「とても良い」と評判です。

荒金氏：SATO App Storageを使用して本部で銘柄や商品名を登録して店舗に配信するため、

商品番号を入力するだけで商品名も正確に反映できます。同時に入庫管理の効率も向上していま

す。本部側が入力を間違えない限り、店舗側でも商品名を間違えなることがなくなりました。繁

忙期でも先に表示指示書を用意することが楽になり、作業の効率化につながることで販売チャン

スロスも軽減できたと考えています。

2023.08 SC23_0017_v1

■記載内容は2023年10月現在のものです。
■製品改良のため断りなく仕様を変更することがありますのでご了承ください。
■いかなる形式でも本誌の一部または全部の複製および無断転載をお断り致します。
■記載されている会社名、ソフトウエア名、製品名などは各社の商標、または登録商標です。

©SATO HOLDINGS CORPORATION. All rights reserved.

全国の営業拠点一覧はこちらへアクセスしてください

受付時間：24 時間365日

お問い合わせ先 0120-226310

お客さまの声


